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創立当時の正門 (来京市小石川区高田豊川町18番地)

校舎ならびに寮舎 (右よ り設合、校長宅、数r.in館、校合)
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日本女子大学校第 1回家政科卒業生 (締L]J邸内)



成瀬校長実践倫理講義
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本校教育の方針に就て (パンフレット)
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豊明館

(明治39年4月7完成)

寮舎生活

(明治42-43年頃)

晩香寮

(明治41年間寮)



..明小学校および幼稚園 (明治39年4月開校)

F付属高等女学校の授業風景



香雪化学館

(f引iti41年4月g日館)

物理実験室

(明治42-43年頃)

運動会



軽井沢に於ける或る日の先生 (Il月iti39ijotj'i)

三泉寮開寮当時の夏期修養会


